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日 立 懇

日
立
グ
ル
ー
プ
経
営
審
議
会
（
５
月

28日
）
で
、
日
立
労
組
が
「
日
立

グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
、
個
別
労
働
問
題
が
係
争
に
発
展
す
る
案
件
も
あ
る
」

と
の
認
識
を
示
し
ま
し
た
。

会
社
の
「
常
時
リ
ス
ト
ラ
」
を
止
め
さ
せ
、
働
き
甲
斐
の
あ
る
職
場
を

つ
く
る
た
め
に
、
「
雇
用
を
守
れ
」
の
声
を
あ
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

株主総会で「常時リストラ」を告発！

６
月

25日
（
木
）
に
日
立
製
作
所
第
１
４
６

回
定
時
株
主
総
会
が
東
京
ド
ー
ム
シ
テ
イ
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
、
日
立
懇
は
、
電
機
懇
、
電
機
・

情
報
ユ
ニ
オ
ン
と
協
同
し
て
リ
ス
ト
ラ
反
撃
の

宣
伝
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

宣
伝
行
動
は
、
「
日
立
超
Ｌ
の
追
い
出
し
部

屋
の
即
時
撤
廃
」
の
横
断
幕
を
掲
げ
、
日
立
に

お
け
る
人
権
無
視
の
労
務
政
策
の
実
態
を
ハ
ン

ド
マ
イ
ク
で
訴
え
な
が
ら
、
日
立
の
「
常
時
リ

ス
ト
ラ
」
を
告
発
す
る
ビ
ラ
（
日
立
懇
Ｈ
Ｐ
に

掲
載
）
を
株
主
の
み
な
さ
ん
に
手
渡
し
ま
し
た
。

株
主
総
会
参
加
の
株
主
の
方
々
か
ら
、
「
リ

ス
ト
ラ
す
る
会
社
は
ダ
メ
だ
」
等
の
声
が
あ
り
、

自
ら
ビ
ラ
を
取
り
に
来
る
株
主
も
い
ま
し
た
。

働 き が い の あ る 人 間 ら し い 仕 事 を

★ビラや情報をホームページで見

られます。
ﾊﾟｿｺﾝ http://hitachikon.org

★仕事、生活の相談もお寄せくだ
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茨 城 090-8747-6239 (馬場)

茨 城 090-6142-6153 ( 堀 )

東 京 090-3534-8626 (谷口)
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静 岡 090-9121-0602 (多田)

愛 知 090-4253-1217 (成木)

大 阪 06-6355-2905 ( 森 )

株
主
総
会
で
は
、

18名
の
株
主
か
ら
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
日
立
懇
か
ら
O

氏
が
質
問
し
ま
し
た
。
質
問
は

1人
１
件
と
制
限
さ
れ
た
た
め
、
（
日
立
超
Ｌ
）

に
お
け
る
異
常
な
労
務
政
策
の
実
態
に
つ
い
て
質
問
（
左
記
）
し
ま
し
た
。

ま
た
、
株
主
総
会
に
向
け
て
、
質
問
状
（
①
日
立
の
経
営
施
策
に
つ
い
て
、

②
日
立
グ
ル
ー
プ
の
リ
ス
ト
ラ
に
つ
い
て
、
③
「
日
立
グ
ル
ー
プ
人
権
方
針
」

に
反
し
た
人
権
侵
害
に
つ
い
て
、
④
劣
悪
な
労
働
実
態
の
改
善
に
つ
い
て
）
を

事
前
に
送
付
し
ま
し
た
が
、
株
主
総
会
で
会
社
か
ら
の
回
答
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

◇◇ ◇◇
株株 株株

主主 主主
・・ ・・

ＯＯ ＯＯ
氏氏 氏氏

のの のの
質質 質質

問問 問問

「
日
立
超
Ｌ
Ｓ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
ズ
」
で
は
、
２
０
１
３
年
に
業
績
不
良
を

理
由
に
早
期
退
職
が
行
わ
れ
、
従
業
員
は
約
半
分
に
な
っ
た
。
職
場
に
残

る
こ
と
を
決
意
し
た
従
業
員
の
う
ち
「
追
い
だ
し
部
屋
」
に
配
属
さ
せ
ら

れ
た
人
た
ち
に
は
、
酷
い
賃
金
引
下
げ
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
大
学
卒

業
後
、

20年
勤
続
し
技
師
職
で
あ
っ
た
人
が
、
最
低
の
査
定
を
受
け
て
、

新
入
社
員
と
同
格
の
研
修
員
ま
で
格
付
け
が
引
き
下
げ
ら
れ
て
い
る
。

日
立
は
グ
ル
ー
プ
制
度
標
準
化
を
進
め
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
異
常
な

賃
金
引
下
げ
を
許
し
て
い
る
労
務
政
策
を
日
立
グ
ル
ー
プ
は
と
っ
て
い
る

の
か
。
こ
れ
が
人
権
を
守
る
と
い
っ
て
「
人
権
方
針
」
を
公
表
し
た
日
立

の
労
務
政
策
な
の
か
。

◇◇ ◇◇
会会 会会

社社 社社
回回 回回

答答 答答

日
立
は
、
事
業
構
造
改
革
、
こ
れ
を
日
立
グ
ル
ー
プ
と
し
て
進
め
て
い

る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
指
摘
の
よ
う
な
個
別
の
労
働
条
件
に
つ
い
て
は
、

す
べ
て
、
日
立
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
順
守
で
実
施
し
て
き
て
い
る
の
で
、

そ
の
よ
う
な
事
実
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

株主総会会場前でビラを配布
2012年9・10月号より再掲載 。



７
月
の
勤
務
は
若
干
の
残
業
時
間
が
あ
っ
た

の
で
勤
務
月
報
に
残
業
時
間
を
つ
け
た
ら
、
上

長
管
理
職
か
ら
「
勤
務
月
報
の
時
間
を
削
除
し

て
ほ
し
い
」
「
売
り
上
げ
が
厳
し
い
」
「
皆
、

時
間
を
つ
け
ず
に
自
分
の
仕
事
を
こ
な
し
て
い

る
。
あ
な
た
は
出
来
な
い
の
か
」
と
言
わ
れ
ま

し
た
。
「
残
業
時
間
は
ル
ー
ル
通
り
に
つ
け
る

べ
き
」
と
伝
え
、
と
り
あ
え
ず
残
業
を
つ
け
た

ま
ま
勤
務
月
報
を
申
請
し
て
み
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
が
、
典
型
的
な
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
と
言
わ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
職
場
を
改
善

さ
せ
た
い
。

（
日
立
関
連
）

製
品
開
発
が
一
段
落
し
、
海
外
の
エ
ン
ド
ユ
ー

ザ
ー
と
の
動
作
確
認
を
７
月
～
８
月
に
お
願
い

し
た
と
こ
ろ
、
「
人
が
い
な
い
の
で
秋
に
し
て

ほ
し
い
」
と
な
り
ま
し
た
。
海
外
は
ち
ょ
う
ど

バ
カ
ン
ス
の
時
期
に
重
な
る
と
思
い
ま
す
。

「
グ
ロ
ー
バ
ル
に
勝
つ
た
め
に
、
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
を
」
と
い
う
意
味
で
は
、
海
外
並
み
の
長

期
休
暇
が
当
た
り
前
に
な
ら
な
い
と
、
そ
れ
こ

そ
海
外
か
ら
呆
れ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
に
仕
事
を
す
る
た
め
に
、
グ
ロ
ー

バ
ル
に
守
ら
れ
て
い
る
雇
用
の
ル
ー
ル
を
守
っ

て
ほ
し
い
。

（
日
立
・
那
珂
）

震
災
後
か
ら
毎
年
、
夏
季
に
な
る
と
本
来
土

日
の
休
日
が
平
日
へ
ず
れ
込
む
様
に
な
り
ま
し

た
。
当
初
は
節
電
対
策
の
為
に
実
施
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
震
災
か
ら
４
年
が
過
ぎ
た
今
で
も

続
い
て
い
ま
す
。
職
場
の
人
た
ち
も
こ
の
勤
務

体
制
を
今
で
は
受
け
て
入
れ
て
い
ま
す
が
、
や

は
り
平
日
に
休
み
が
ず
れ
込
ん
で
し
ま
う
と
生

活
の
リ
ズ
ム
が
狂
っ
て
し
ま
い
、
疲
労
が
た
ま

り
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
時
期
、
職

場
は
非
常
に
暑
く
な
る
た
め
、
そ
こ
で
も
体
力

が
大
き
く
消
耗
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
注
意
力
が
落

ち
や
す
く
な
る
た
め
、
ケ
ガ
を
し
な
い
よ
う
、

気
を
引
き
締
め
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

（
日
立
金
属
）

職
場
で
派
遣
社
員
の
契
約
を
打
ち
切
り
が
決

ま
り
ま
し
た
。
昨
年
も
同
じ
よ
う
な
派
遣
社
員

の
契
約
、
そ
し
て
契
約
解
除
を
し
て
お
り
、
同

僚
か
ら
は
、
「
何
の
た
め
に
入
れ
る
の
か
、
仕

事
を
教
え
る
立
場
に
な
っ
て
欲
し
い
」
と
の
声

が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
（
日
立
・
日
立
工
場
）

職
場
で
工
場
再
建
説
明
会
が
あ
り
工
場
長
は

じ
め
関
係
者
が
多
く
参
加
し
ま
し
た
。
東
原
社

長
か
ら
は
「
２
０
１
６
年
度
に
な
っ
た
時
点
で

工
場
が
赤
字
の
ま
ま
だ
っ
た
ら
事
業
撤
退
す
る
」

と
あ
っ
た
と
上
長
か
ら
聞
き
ま
し
た
。
事
業
撤

退
に
よ
り
職
場
を
追
い
や
ら
れ
地
域
経
済
に
も

ダ
メ
ー
ジ
に
な
り
ま
す
。
地
域
を
上
げ
て
事
業

撤
退
を
阻
止
し
た
い
。

（
日
立
パ
ワ
ー
・
国
分
）

（
イ
ン
フ
ラ
）
で
は
、
２
０
１
５
年
中
期
経

営
計
画
目
標
を
達
成
さ
せ
る
た
め
に
、
月
報
者
、

シ
ニ
ア
社
員
対
象
に
、
「
人
財
総
合
施
策
」
で
、

社
外
転
身
を
図
る
リ
ス
ト
ラ
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
「
支
援
一
時
金
」
を
支
給
す
る
代
わ
り
に
、

退
職
事
由
は
「
自
己
都
合
扱
い
」
で
す
。
ま
た
、

定
年
を
迎
え
た
管
理
職
が
「
あ
な
た
は
再
雇
用

対
象
に
な
っ
て
い
な
い
」
と
言
わ
れ
た
。
再
雇

用
者
も
、
フ
ル
タ
イ
ム

か
ら
、
週
３
日
、
２
日

と
か
に
さ
せ
ら
れ
て

「
こ
れ
で
は
働
く
意
味

が
な
い
。
生
活
で
き
な

い
」

（
日
立
・
大
み
か
）
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日立労組本部に職場問題で要請

海海 海海
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のの のの
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「「「「戦戦戦戦争争争争法法法法案案案案」」」」反反反反対対対対、、、、世世世世界界界界史史史史はははは戦戦戦戦争争争争違違違違法法法法化化化化のののの流流流流れれれれ

学生はじめ若い人たちが ｢戦争はいや｡平和な日本がいい｣と､国会前や全国で「戦争法

案」に反対する集会やデモを連日行っています。自分も職場や保育園の保護者会などで、

「戦争法案」反対の世論をつくっていきたいと思っています。

世界史の流れを振り返ると、第一次世界大戦より前は戦争が違法とされていませんでし

たが、ロカルノ条約（1925年）を経て、不戦条約（ブリアン・ケロッグ条約 1928年）

が締結され、戦争は違法化されるようになりました。第２次世界大戦後、国連憲章（194

5年）が制定され、武力の行使による威嚇が禁止されました（憲章第２条）。世界の本流は

戦争を事前に止めることに向かっています。

今、「戦争法案」反対のたたかいは、日本を戦争する国にするのか、戦争をしない国に

するのか、その岐路に立っています。「戦争法案」反対の運動を広げていきたい。
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工工 工工
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字字 字字
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らら らら
事事 事事
業業 業業
撤撤 撤撤
退退 退退

日
立
の
「
解
雇
・
労
働
者
い
じ
め
」
を

許
さ
ず
、
「
常
時
リ
ス
ト
ラ
企
業
：
日
立
」

の
不
当
な
労
働
者
攻
撃
を
止
め
さ
せ
る
た

め
、
昨
年
の
「
日
立
関
連
リ
ス
ト
ラ
反
撃

集
会
」
に
続
き
、
全
国
の
日
立
関
連
職
場

に
宣
伝
行
動
を
行
い
、
通
常
の
日
立
懇
全

社
ビ
ラ
配
布
職
場
に
加
え
て
、
合
計

32職

場
に
１
万
枚
の
ビ
ラ
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

ど
の
職
場
も
ビ
ラ
の
受
け
取
り
は
良
く
、

「
が
ん
ば
っ
て
欲
し
い
」
「
ご
苦
労
様
」

の
激
励
や
「
常
時
リ
ス
ト
ラ
日
立
か
」
と

ビ
ラ
に
読
み
入
る
人
も
多
く
い
ま
し
た
。

日立本社秋葉原ビルでの宣伝行動

６
月

19日
（
金
）
、
日
立
労
組

及
び
関
連
会
社
労
組
組
合
員
・
職

場
労
働
者
有
志
が
、
職
場
の
リ
ス

ト
ラ
問
題
を
中
心
に
、
職
場
問
題

の
状
況
を
伝
え
、
改
善
に
取
り
組

む
よ
う
日
立
労
組
本
部
へ
要
請
を

行
い
ま
し
た
。

要
請
は
、
「
労
働
組
合
は
、
会

社
の
中
期
経
営
計
画
目
標
を
達
成

し
ま
し
ょ
う
、
だ
け
で
は
な
く
、

雇
用
、
労
働
条
件
を
守
る
こ
と
を

第
一
に
考
え
て
ほ
し
い
。
会
社
は
、

業
績
が
よ
い
の
に
も
関
わ
ら
ず
リ

ス
ト
ラ
を
や
る
、
こ
れ
は
、
本
当

に
企
業
が
発
展
し
て
い
く
道
な
の

か
と
い
う
点
を
考
え
て
、
労
働
組

合
と
し
て
日
立
の
経
営
姿
勢
を
改

め
て
い
く
べ
き
。
日
立
労
組
本
部

は
、
日
立
グ
ル
ー
プ
全
体
に
責
任

を
も
つ
立
場
で
、
日
立
の
職
場
で

起
き
て
い
る
人
権
無
視
の
リ
ス
ト

ラ
に
き
ち
ん
と
し
た
見
解
を
表
明

し
て
、
支
部
、
グ
ル
ー
プ
会
社
に

対
応
し
て
ほ
し
い
」
と
伝
え
て
、

具
体
的
な
問
題
に
つ
い
て
要
請
し

ま
し
た
。

要
請
参
加
者
か
ら
は
、
自
身
が

受
け
た
退
職
強
要
や
異
常
な
賃
下

げ
、
管
理
職
、
シ
ニ
ア
社
員
対
象

に
早
期
退
職
募
集
が
実
施
さ
れ
て

い
る
、
一
時
金
の
低
評
価
の
根
拠

不
明
、
な
ど
で
改
善
を
求
め
る
発

言
が
あ
り
ま
し
た
。

（
要
請
書
は
日
立
懇
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
）
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